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研究結果 

研究テーマ：海洋環境保全の国際連携：海洋ゴミ問題をめぐる日中協力に関する考察 

本研究は海洋ゴミ問題に対する日中両国の認識と対応策を検討し、両国間協力の現

状と今後の課題を立証するものである。主に、本研究は次の四つの課題に焦点を当て

ながら、研究を進めてきた。 

（1）海洋ゴミ関連法律の整備、管理規制面における日中間の差異などについて詳しく

検討し、日中協力の必要性を強調した。 

（2）「産学研」各分野での連携、データ情報ネットワークの構築、民間（NGO など）

の役割の強化、専門家グループ（シンクタンク）の役割の重視、多国間海洋協力の促

進など海洋ゴミ問題の解決に役立てる日中協力の在り方について詳細な議論を展開し

た上、政策提言を行った。 

（3）海洋ゴミ問題に関する日中両国の対策と国際提携が海洋経済、海洋科学技術、海

洋生態、海上安全などの分野に及ぼす影響を明らかにした。 

（4）海洋ゴミ問題に円滑に対処していくための最善の日中連携メカニズムについて議

論を深めた一方、NEASPEC、NOWPAP、 UNDP などのプラットフォームでの多国間海洋環

境保全協力の可能性に関しても検討を行った。 

中国での海洋ゴミ問題に関する研究はまだ初期段階にあり、地域内の日中協力、

国際連携の視点から海洋ゴミ問題を考察した同類研究は稀有であるといえよう。その

意味で、本研究は関連研究に重要な研究資料と視点を提供できる学術価値の高いもの

であるだけでなく、海洋ゴミ問題に関する日中両国の相互理解を深まると同時に、海

洋政策全体における日中間の交流と協力にも役立つと思われる。 
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中 國 の 海 洋 ゴ ミ 汚 染 対 応 に お け る 新 モ デ ル の 構 築 に つ い て ・海 洋 生 態 文 明 の

示 範 区 建 設 へ の 道 ・2023年5月27日・杭州 
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